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一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ

せ
た
９
月
補
正
予
算
額
は
、
９３
億

９
２
６
１
万
９
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
額
の
う
ち
歳
入

の
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
―
３６
億

９
７
３
万
３
千
円
、
繰
入
金
―
１７

億
１
６
８
万
７
千
円
、
地
方
交
付

税
―
１０
億
２
１
５
８
万
３
千
円
、

国
庫
支
出
金
―
９
７
１
万
７
千
円

で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
次
の

通
り
で
す
。総

　
務
　
費

　

市
民
協
働
推
進
費
の
新
た
な
地

域
協
働
推
進
事
業
―
４
４
０
万
円
。

民
　
生
　
費

　

高
齢
者
福
祉
費
の
高
齢
者
生
き

が
い
活
動
促
進
事
業
補
助
金
―
５０

万
円
、
生
活
援
護
費
の
進
学
準
備

給
付
金
―
１
０
８
０
万
円
。

土
　
木
　
費

　

交
通
事
業
推
進
費
の
路
線
バ
ス

利
用
促
進
事
業
―
８
５
８
８
万
２

千
円
、
住
宅
費
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

撤
去
助
成
金
―
１
千
万
円
。

教
　
育
　
費

　

学
校
施
設
費
の
学
校
施
設
ブ
ロ

ッ
ク
塀
等
撤
去
・
改
修
事
業
―
６

０
８
０
万
円
、（
仮
称
）町
田
第
一

中
学
校
中
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事

業
―
１
８
０
０
万
円
。

　本定例会は、８月２７日から９月２７日までの３２日
間にわたり開催され、議案５５件、請願２件を審議
しました。
　審議の結果、市長提出議案は４７件を可決、認定、
同意しました。
　委員会提出議案は１件を可決、議員提出議案は
４件を可決、３件を否決しました。
　また、市民から提出された請願は１件を採択、
１件を不採択としました。

2～5面★一般質問
　　5面★議案審議結果一覧表
6～7面★委員会の審査から
　　　　★平成29年度決算審査について
　　　　★常任委員会の活動状況
　　8面★意見書・決議（要旨）
　　　　★北京市区人民代表大会友好代表団　来訪
　　　　★請願の処理経過及び結果報告
　　　　★平成29年度政務活動費の収支報告について
　　　　★議会の人事　　★9月定例会の日程

平
成
３０
年
度

９
月
補
正
予
算

の
あ
ら
ま
し

平成３０年度（２０１８年度）９月補正　会計別予算構成表

主
な
内
容

９
月
補
正
予
算
を
可
決
・

　
平
成
２９
年
度
決
算
を
認
定

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　

市
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
の
運
営
を
図
る
た
め
の
基
本
構

想
に
基
づ
く
基
本
計
画
に
つ
い
て
、

そ
の
策
定
、
変
更
又
は
廃
止
を
、

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
と
す
る

た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

　

本
条
例
は
、
８
月
２７
日
の
本
会

議
に
お
い
て
全
員
一
致
を
も
っ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（単位：千円）

区　　分 補正前の額 補正額 計構成比
（％）

構成比
（％）

一　般　会　計 １４８，２０９，３３３ ５６．９ ６，３３６，３３１ １５４，５４５，６６４ ５７．２ 

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 
事 業 会 計 ４２，１１１，６７９ １６．２ １，８１９，４５２ ４３，９３１，１３１ １６．３ 

下水道事業会計 １１，２３５，７５９ ４．３ △ ７，７３４ １１，２２８，０２５ ４．２ 
介 護 保 険 
事 業 会 計 ３２，６８０，９４２ １２．５ １，１７３，９２７ ３３，８５４，８６９ １２．５ 

後 期 高 齢 者 
医 療 事 業 会 計 １１，０４７，３０３ ４．２ ７０，６４３ １１，１１７，９４６ ４．１ 

病 院 事 業 会 計 １５，３３９，０８３ ５．９ － １５，３３９，０８３ ５．７ 
収 益 的 １４，４８２，３４１ ５．６ － １４，４８２，３４１ ５．４ 
資 本 的 ８５６，７４２ ０．３ － ８５６，７４２ ０．３ 
小　　計 １１２，４１４，７６６ ４３．１ ３，０５６，２８８ １１５，４７１，０５４ ４２．８ 

合　　計 ２６０，６２４，０９９ １００．０ ９，３９２，６１９ ２７０，０１６，７１８ １００．０ 

委
員
会
提
出
議
案

町
田
市
議
会
の
議
決
す
べ
き

事
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。請
願・陳
情
の
受
付
締
切
は
、

１２
月
５
日（
水
）午
後
５
時
で
す
。

１２ １１ 月
２１
㊎

１４
㊎

１３
㊍

１２
㊌

１１
㊋

１０
㊊

７
㊎

６
㊍

５
㊌

４
㊋

３０
㊎

２９
㊍ 日

本
会
議（
表
決
）

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会
予
備
日

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

本
会
議（
質
疑
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

議
案
説
明
会

全
員
協
議
会

本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

議
会
運
営
委
員
会

内
　
　
容

◎
１２
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ（
予
定
）

※写真は第１回高校生と町田市議会議員の意見交換会（昨年）の様子です。
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ま
ち
と
も
の
充
実 

慢
性
渋
滞
の
解
消

　
熊
沢
あ
や
り
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
子
育
て
世
帯
４
分
の
１
が

就
学
児
医
療
費
助
成
の
対
象
外
。

所
得
制
限
の
撤
廃
は
で
き
な
い
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
医
療
費
助

成
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

支
援
を
進
め
る
上
で
課
題
の
１
つ

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
市
が
単

独
で
拡
充
を
す
る
こ
と
は
難
し
い

状
況
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
お
盆
な
ど
小
児
科
休
診
日

が
集
中
し
て
い
る
時
、
準
夜
急
患

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
対
応
で
き
な
い
か
。

　
保
健
所
長
　
ど
う
し
て
も
必
要

だ
と
い
う
状
況
が
あ
る
か
ど
う
か

も
含
め
て
、
委
託
先
で
あ
る
医
師

会
と
も
相
談
を
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
で
も
な

く
通
学
路
で
も
な
い
の
に
、
朝
の

交
通
規
制
が
あ
る
所
が
見
ら
れ
る

が
改
善
で
き
な
い
か
。

　
道
路
部
長
　
地
域
や
学
校
か
ら

の
要
望
、
意
見
、
あ
と
は
交
通
状

況
の
変
化
等
の
情
報
を
警
察
に
伝

え
て
い
く
な
ど
し
て
、
連
携
を
今

後
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

不
妊
症
・
不
育
症

健
康
寿
命
の
延
伸

　
お
さ
む
ら
敏
明（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
ス
ヌ
ー
ピ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
が
来
秋
、
南
町
田
に
開
館
さ
れ

る
。
町
田
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

積
極
的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
市
長
　
え
い
ご
の
ま
ち
だ
事
業

と
の
連
携
な
ど
を
通
じ
、
市
内
の

子
ど
も
た
ち
か
ら
の
ス
ヌ
ー
ピ
ー

へ
の
愛
着
や
親
し
み
を
高
め
、
市

全
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

継
続
し
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

け
る
か
、
今
後
、
ソ
ニ
ー
・
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
と
相
談

し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
前
回
の
用
途
地
域
一
斉
見

直
し
か
ら
15
年
近
く
経
過
し
て
い

る
。
不
都
合
な
地
域
も
あ
り
、
改

め
て
、
総
合
的
な
見
直
し
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
木
島
副
市
長
　
市
域
全
般
に
わ

た
る
都
市
計
画
を
再
整
備
す
る
必

要
性
が
生
じ
て
き
て
い
る
と
い
う

認
識
は
あ
り
ま
す
。
今
後
、
都
の

動
向
な
ど
を
注
視
し
、
課
題
整
理

等
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
星
だ
い
す
け
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
競
技

自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
の
市
内
走

行
が
決
ま
っ
た
が
影
響
は
。
ま
た
、

キ
ャ
ン
プ
地
招
致
の
進
捗
は
。

　
木
島
副
市
長
　
大
規
模
な
交
通

規
制
に
な
り
、
住
民
生
活
へ
の
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
キ

ャ
ン
プ
地
正
式
契
約
を
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
空
手
連

盟
と
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
ほ

か
に
も
交
渉
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
災
害
に
備
え
た
態
勢
は
。

　
防
災
安
全
部
長
　
時
系
列
に
参

集
可
能
な
人
員
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
非
常
時
に
優
先
す
る
業

務
を
事
前
に
決
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
避
難
行
動
要

支
援
者
に
対
す
る
避
難
支
援
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
市
の
公
共
施

設
は
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
さ
れ

た
も
の
は
耐
震
工
事
を
完
了
さ
せ

て
い
ま
す
。
特
定
天
井
の
耐
震
化

工
事
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　
斉
藤
か
つ
ひ
ろ
（
公
明
党
）

　
問
　
子
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の

現
在
の
課
題
は
何
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
今
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
ま
す
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
受
け
付
け
等
の
業
務

に
関
し
、
想
定
し
て
い
た
よ
り
も

時
間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
問
　
家
庭
的
保
育
者
（
保
育
マ

マ
）
利
用
者
の
３
歳
児
以
降
再
申

し
込
み
の
状
況
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
不
安
感
を

軽
減
す
る
た
め
、
18
年
度
か
ら
入

所
選
考
に
お
い
て
、
一
般
の
申
し

込
み
よ
り
も
先
に
選
考
を
行
う
等

の
配
慮
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
問
　
障
が
い
者
が
ひ
と
り
歩
き

で
道
に
迷
わ
れ
た
と
き
の
支
援
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
こ
れ
ま
で
市

が
対
応
し
た
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、

全
件
無
事
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
内
の
福
祉
施
設
や

特
別
支
援
学
校
、
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
地
域
に
お
け
る
障
が
い

者
の
外
出
を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
中
で
子
ど 

も
の
発
達
を
応
援

　
藤
田
　
学
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
中
学
校
運
動
部
活
動
と
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
組
織
的
な

連
携
を
求
め
る
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
町

田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
で
各

委
員
に
状
況
を
伺
い
、
連
携
に
お

け
る
課
題
を
抽
出
し
、
現
在
策
定

中
の
（
仮
称
）
町
田
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
19
―
28
に
位
置
づ
け
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
問
　
小
田
急
多
摩
線
小
山
田
駅

早
期
実
現
協
議
会
と
の
協
働
・
機

運
醸
成
活
動
の
支
援
を
。

　
木
島
副
市
長
　
地
域
住
民
を
初

め
関
係
者
が
連
携
し
て
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
今
後
も
関
係
主

体
と
一
致
団
結
し
て
進
め
ま
す
。

　
問
　
資
源
ご
み
処
理
施
設
稼
働

目
標
年
度
見
直
し
に
伴
う
忠
生
地

域
・
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
実

現
へ
の
影
響
は
な
く
さ
れ
た
い
。

　
髙
橋
副
市
長
　
こ
れ
以
上
の
延

伸
が
な
い
よ
う
、
精
力
的
に
施
設

整
備
、
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
含

め
て
進
め
て
い
き
た
い
。

　
細
野
龍
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
生
活
保
護
利
用
者
の
熱
中

症
対
策
の
た
め
夏
季
加
算
の
支
給

を
行
う
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
地
域
福
祉
部
長
　
夏
季
加
算
は
、

以
前
よ
り
都
内
自
治
体
で
統
一
し

て
都
を
通
し
国
に
対
し
新
設
を
求

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
の
動
き

を
注
視
し
、
受
給
者
の
皆
様
に
必

要
な
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
南
町
田
の
ス
ヌ
ー
ピ
ー
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
の
来
場
者
増
加

に
よ
る
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
増
設

の
検
討
は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
駐
車
台
数

は
、
現
在
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

駐
輪
場
は
、
商
業
施
設
及
び
駅
前

の
利
用
者
の
方
々
、
駅
を
利
用
さ

れ
る
方
々
も
含
め
て
考
え
ま
す
。

　
問
　
中
央
林
間
図
書
館
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
大
和
市
と
の
図
書

館
相
互
利
用
を
求
め
る
。

　
生
涯
学
習
部
長
　
利
用
者
の
把

握
、
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
話
し
合
う

中
で
、
正
式
に
申
し
込
む
運
び
に

な
り
、
今
後
交
渉
を
重
ね
た
い
。

　
殿
村
健
一
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
Ｃ
Ⅴ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の
横

田
基
地
配
備
と
飛
行
訓
練
に
反
対

し
、
離
着
陸
情
報
を
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
国
か
ら
提
供

さ
れ
る
情
報
の
中
身
等
を
見
な
が

ら
検
討
し
、
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
境
川
の
水
害
対
策
、
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
整
備
、
高
齢
者
世

帯
に
エ
ア
コ
ン
購
入
助
成
実
施
は
。

　
下
水
道
部
長
　
水
害
対
策
は
、

今
後
も
河
川
事
業
に
協
力
す
る
と

　
森
本
せ
い
や（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
大
蔵
町
～
鶴
川
・
真
光
寺

の
「
鶴
川
４
丁
目
」
交
差
点
の
慢

性
渋
滞
は
、
近
隣
住
宅
街
へ
の
車

両
流
入
を
呼
び
危
険
だ
。
解
消
を
。

　
道
路
部
長
　
15
年
度
か
ら
10
年

間
で
行
う
計
画
で
、
既
に
現
況
測

量
は
完
了
し
、
道
路
の
概
略
検
討

を
始
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
都

に
な
る
べ
く
早
く
や
る
よ
う
、
要

望
を
強
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
問
　「
ま
ち
と
も
」
は
、
運
用

資
金
や
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

と
も
に
、
引
き
続
き
都
に
対
し
整

備
促
進
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
学
校
教
育
部
長
　
エ
ア
コ
ン
整

備
は
、
教
育
環
境
の
改
善
や
児
童

生
徒
の
熱
中
症
対
策
も
含
め
、
新

た
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
エ
ア
コ

ン
設
置
の
支
援
は
、
新
し
い
事
業

の
実
施
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
荒
川
区
で
行
っ
て
い
る
事
業

も
、
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

多
く
の
課
題
が
あ
る
。
各
運
営
協

議
会
に
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
。

　
学
校
教
育
部
長
　
よ
り
よ
い
運

営
と
な
る
よ
う
改
善
、
充
実
を
図

っ
て
い
く
よ
う
、
学
校
教
育
部
と

子
ど
も
生
活
部
が
連
携
し
、
連
絡

会
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
堺
地
区
に
新
設
が
検
討
さ

れ
る
第
二
す
み
れ
教
室
の
進
捗
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
町
田
市
公

共
施
設
再
編
計
画
が
策
定
さ
れ
、

そ
の
方
向
性
を
勘
案
し
て
検
討
を

開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ヌ
ー
ピ
ー
と
遊 

び
学
ぶ
町
田
市
に

　
村
ま
つ
俊
孝
（
公
明
党
）

　
問
　
不
妊
症
、
不
育
症
に
つ
い

て
、
治
療
を
受
け
や
す
く
す
る
た

め
に
、
精
神
・
経
済
面
に
お
い
て

支
援
拡
充
を
求
め
る
。

　
保
健
所
長
　
本
人
の
精
神
的
な

負
担
に
加
え
、
経
済
的
な
負
担
が

あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
市
独
自
の
不
妊
や
不

育
症
治
療
費
の
助
成
に
関
し
て
、

他
市
の
状
況
を
参
考
に
、
引
き
続

き
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
は
、
高
齢
者
の
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
。
定
期

接
種
の
経
過
措
置
が
今
年
度
で
終

了
す
る
が
、
未
接
種
者
の
救
済
措

置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
制
度
は
国
の
制
度

を
実
施
し
て
い
く
と
い
う
形
を
現

在
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
健
康
に
か
か
わ
る
こ
と
で
疾
病

予
防
で
す
と
か
医
療
費
助
成
に
つ

き
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
総

合
的
に
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

部
活
・
小
山
田
駅 

最
終
処
分
場
開
放

　
木
目
田
英
男
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
伝
わ
る
日
本
語
推
進
運
動

に
つ
い
て
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
市
長
　
モ
デ
ル
職
場
や
見
直
し

の
対
象
と
な
る
文
書
な
ど
を
選
定

し
、
取
り
組
み
の
成
果
を
報
告
会

で
周
知
す
る
こ
と
で
市
役
所
全
体

の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
問
　
都
市
計
画
道
路
（
南
大
谷

～
高
ヶ
坂
）
に
つ
い
て
、
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　
道
路
部
長
　
19
年
度
は
設
計
と

用
地
測
量
を
進
め
、
事
業
認
可
取

得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
大
き
な

課
題
と
し
て
３
つ
あ
り
ま
す
。
１

つ
目
は
、
短
い
区
間
で
線
路
に
影

響
の
な
い
深
さ
で
都
市
計
画
道
路

を
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
２
つ
目
は
、
都
市
計

画
河
川
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
、

３
つ
目
は
、
起
伏
の
多
い
地
域
を

整
備
す
る
こ
と
で
す
。
本
路
線
は

環
状
線
と
し
て
非
常
に
重
要
な
路

線
で
あ
り
、
早
期
に
事
業
化
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。南大谷小田急線高架下のアンダーパス

子
育
て
し
や
す
い 

町
田
を
目
指
し
て

都
計
道
（
南
大
谷 

～

高

ヶ

坂

）

オ
ス
プ
レ
イ
が

飛
ば
な
い
空
を

オ
リ
パ
ラ
等
進
捗 

状
況
・
災
害
態
勢

大
和
市
と
の
図
書 

館
相
互
利
用
を

　各議員のタイトル下にある
ＱＲコードから一般質問の録
画映像にアクセスできます。
※動画の再生には別途通信料が

かかります。

一般質問
　8月30日、31日、9月3日から5日の5日
間にわたり、33名の議員が市政を取り巻く
諸問題について、意見・提案を交えながら、
市長などの考えをただしました。質問、答
弁の要旨は次のとおりです。
※�議長と副議長は、町田市議会では一般質
問を行わないことになっています。
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ち
だ
伸
也（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
市
は
非
核
平
和
の
啓
発
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
る
か
。

　
政
策
経
営
部
長
　
黙
禱
の
呼
び

か
け
や
学
生
が
考
え
た
平
和
標
語

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
原
爆
パ
ネ

ル
展
、
被
爆
者
に
よ
る
原
爆
体
験

談
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
部
長
　
主
に
社
会
科

の
授
業
で
非
核
平
和
に
つ
い
て
の

学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
公
務
員
の
働
き
方
改
革
は

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
る
か
。

　
お
ん
じ
ょ
う
由
久
（
公
明
党
）

　
問
　「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月

間
」
を
前
に
、
市
と
し
て
の
虐
待

防
止
の
取
り
組
み
と
啓
発
活
動
の

強
化
策
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
を
開
催
し
、
児
童
虐
待

早
期
発
見
の
仕
組
み
を
形
成
し
て

い
ま
す
。
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
、
養
育
家
庭
体
験
発
表
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
新
た
に
広
報
活

動
や
相
談
会
を
実
施
し
、
市
役
所

を
児
童
虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
カ

　
総
務
部
長
　
長
時
間
の
時
間
外

勤
務
者
数
の
低
減
や
子
育
て
期
の

休
暇
制
度
の
利
用
促
進
、
男
性
職

員
の
育
児
関
係
休
暇
の
取
得
率
向

上
の
取
り
組
み
を
行
い
、
さ
ら
に

時
差
勤
務
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
問
　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
は

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
る
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
学
校
閉
庁
日

を
延
長
し
、
部
活
動
指
導
員
を
導

入
し
た
り
、
副
校
長
補
佐
を
配
置

し
た
り
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

ラ
ー
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
予
定
で
す
。

　
問
　
空
家
０
計
画
に
向
け
た
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
は
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
貸
し
た
い

方
と
借
り
た
い
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
及
び
改
修
経
費
の
助
成
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。
空
き
家
セ
ミ

ナ
ー
を
年
１
回
開
催
し
、
相
談
窓

口
を
月
２
回
設
置
し
、
不
動
産
関

係
団
体
と
連
携
事
業
を
進
め
ま
す
。

町
内
会
・
自
治
会
へ
の
出
張
相
談

の
実
施
で
す
と
か
、
工
夫
を
し
て

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

熱
中
症
予
防
取
り 

組
み
・
道
路
施
設

　
深
沢
ひ
ろ
ふ
み
（
保
守
の
会
）

　
問
　
熱
中
症
は
児
童
な
ど
の
若

年
層
・
高
齢
者
に
被
害
が
多
い
。

町
田
市
で
の
年
代
別
発
症
予
防
の

具
体
的
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
普
及

啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
「
み
ん
な

の
健
康
だ
よ
り
」
へ
の
掲
載
、
チ

ラ
シ
配
布
、
介
護
保
険
納
入
通
知

書
の
封
筒
へ
注
意
喚
起
文
の
印
刷

等
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
道
路
反
射
鏡
、
通
学
路
の

グ
リ
ー
ン
舗
装
な
ど
が
実
施
さ
れ

る
が
設
置
基
準
は
。

　
道
路
部
長
　
道
路
反
射
鏡
は
見

通
し
の
悪
い
箇
所
で
、
町
内
会
・

自
治
会
を
通
じ
て
要
望
書
を
提
出

い
た
だ
く
こ
と
、
グ
リ
ー
ン
舗
装

は
沿
道
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
で
す
。

　
問
　
そ
れ
ぞ
れ
設
置
コ
ス
ト
は
。

　
道
路
部
長
　
道
路
反
射
鏡
は
１

基
約
19
万
円
、
グ
リ
ー
ン
舗
装
は

１
平
方
メ
ー
ト
ル
約
１
万
１
０
０

０
円
、
滑
り
ど
め
舗
装
は
１
平
方

メ
ー
ト
ル
約
１
万
円
で
す
。

　
新
井
よ
し
な
お
（
諸
派
）

　
問
　
道
路
族
問
題
に
つ
い
て
、

騒
音
の
規
制
基
準
適
用
除
外
に
道

路
は
当
て
は
ま
る
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
適
用
除
外
は
、

子
ど
も
の
声
等
が
発
せ
ら
れ
る
施

設
等
で
、
子
ど
も
が
遊
び
を
通
じ

て
健
や
か
な
成
長
を
図
る
た
め
に
、

規
制
基
準
を
適
用
し
な
い
こ
と
が

必
要
な
場
所
で
す
。
道
路
は
、
適

用
除
外
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
騒
音
に
対
応
す
る
施
設
管

理
者
等
と
は
道
路
で
遊
ん
で
い
た

場
合
は
誰
な
の
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
道
路
管
理
者
、

ま
た
は
道
路
交
通
法
を
所
管
す
る

警
察
が
施
設
管
理
者
に
な
り
ま
す
。

　
問
　
隣
接
す
る
大
和
市
は
２
年

前
に
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
（
発
音
と
ス

ペ
ル
の
ル
ー
ル
）
を
導
入
し
て
い

る
。
導
入
し
な
い
理
由
は
何
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
は
、

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
の
理
解
も
あ
る
の

で
、
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
が
発
音
の
お
手
本

を
示
し
、
意
識
づ
け
を
行
う
こ
と

は
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
田
中
美
穂
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
虐
待
等
の
相
談
件
数
が
ふ

え
て
い
る
背
景
と
そ
の
対
応
は
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
特
別
な
家

庭
と
い
う
よ
り
、
普
通
の
子
ど
も

を
養
育
す
る
中
で
虐
待
が
起
き
て

い
る
、
そ
れ
に
よ
る
件
数
増
も
考

え
ら
れ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

全
市
的
な
形
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
野
津
田
公
園
ス
ポ
ー
ツ
の

森
事
業
で
、
当
初
の
計
画
か
ら
の

変
更
点
や
陸
上
競
技
場
観
客
席
増

設
に
伴
う
造
成
工
事
に
つ
い
て
住

民
に
説
明
す
べ
き
だ
が
、
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
増
席
工
事

の
内
容
は
、
説
明
を
こ
れ
か
ら
行

い
、
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
中
学
校
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス

給
食
の
委
託
業
者
変
更
の
理
由
と

対
応
は
。

　
学
校
教
育
部
長
　
協
同
組
合
町

田
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
８
月
以
降

は
契
約
を
す
る
意
思
が
な
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
、
新
た
な
契
約
先

を
選
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
山
下
て
つ
や
（
公
明
党
）

　
問
　
重
症
心
身
障
が
い
児
者
の

医
療
に
関
す
る
相
談
体
制
の
充
実

を
望
む
。

　
保
健
所
長
　
今
後
も
保
健
所
も

中
心
に
な
り
ま
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
と
の
連
携
を
強
め
、
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
児
童
手
当
現
況
届
な
ど
市

へ
の
申
請
書
類
を
、
市
民
セ
ン
タ

ー
で
の
受
け
取
り
は
可
能
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
そ
の
ま
ま

お
預
か
り
し
て
子
ど
も
総
務
課
に

送
付
す
る
よ
う
、
市
民
セ
ン
タ
ー

に
依
頼
を
し
て
い
ま
す
。
市
民
セ

ン
タ
ー
で
も
お
預
か
り
し
て
い
る

こ
と
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
農
業
用
ハ
ウ
ス
等
の
底
面

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
で
覆
う
農
地

の
取
り
扱
い
は
ど
う
変
わ
る
か
。

　
木
島
副
市
長
　
改
正
後
の
農
地

法
で
は
、
事
前
に
農
業
委
員
会
へ

届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
相
続
税
納
税

猶
予
や
固
定
資
産
税
な
ど
は
従
前

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
お
ぜ
き
重
太
郎
（
保
守
の
会
）

　
問
　
境
川
整
備
促
進
の
た
め
、

神
奈
川
県
へ
の
働
き
か
け
を
強
化

し
て
欲
し
い
。
市
長
の
考
え
は
。

　
市
長
　
神
奈
川
県
に
対
し
て
直

接
言
う
の
と
、
都
知
事
に
対
し
て

直
接
次
の
九
都
県
市
の
会
議
で
県

知
事
に
話
を
し
て
く
だ
さ
い
と
申

し
ま
し
た
。
県
と
都
の
間
で
協
議

に
の
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
問
　
教
員
や
保
護
者
の
負
担
が

大
き
い
小
学
校
給
食
の
手
集
め
徴

収
は
続
け
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
ま
ず
は
口
座

振
替
に
切
り
か
え
て
い
き
た
い
。

小
学
校
給
食
費
の
公
会
計
化
に
向

け
た
先
進
市
の
視
察
や
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
小
学
校
給
食
費
の
公
会
計

化
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

　
教
育
長
　
負
担
の
解
消
、
事
件
、

事
故
の
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
最

善
の
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
導
入
で
き
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

児
童
虐
待
防
止
策 

と

空

家

対

策

市
の
非
核
平
和
の 

啓
発
に
つ
い
て

境
川
整
備
促
進
・ 

小
学
校
給
食
費

道
路
族
問
題
／

小
学
校
英
語
教
育

児
童
虐
待
ゼ
ロ
へ 

の
総
合
施
策
を

重
症
心
身
障
が
い 

児
者
の
医
療
体
制

　
佐
々
木
智
子
（
日
本
共
産
党
）

　
問
　
資
源
ご
み
処
理
施
設
の
稼

働
目
標
年
度
が
大
幅
に
お
く
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
40
％
ご
み
減

量
の
計
画
に
ど
う
影
響
す
る
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
20
年
度
稼
働

予
定
だ
っ
た
資
源
ご
み
処
理
施
設

で
の
資
源
化
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
、
稼
働
年
度
の
見
直
し
に
よ

り
目
標
達
成
は
難
し
い
状
況
で
す
。

　
問
　
受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の
進

め
方
は
ど
う
か
。

　
保
健
所
長
　
11
年
４
月
に
、
市

が
管
理
す
る
公
共
施
設
で
は
建
物

内
を
全
面
禁
煙
に
し
ま
し
た
。

　
環
境
資
源
部
長
　
駅
周
辺
の
指

定
喫
煙
所
は
、
煙
が
周
辺
に
流
れ

な
い
よ
う
改
善
を
行
う
予
定
で
す
。

　
問
　
特
養
老
人
ホ
ー
ム
の
特
例

入
所
の
運
用
状
況
と
申
請
方
法
の

周
知
徹
底
は
ど
う
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
原
則
要

介
護
３
以
上
の
方
が
対
象
で
す
が
、

要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
特
例
と

し
て
入
所
が
で
き
ま
す
。

　
石
川
好
忠
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
消
費
税
率
10
％
の
引
き
上

げ
が
、
１
年
後
に
実
施
さ
れ
る
。

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置

も
と
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現

段
階
で
見
込
ま
れ
る
市
財
政
の
影

響
を
確
認
し
た
い
。

　
髙
橋
副
市
長
　
歳
入
は
約
４
５

０
万
円
の
増
額
、
歳
出
は
約
８
億

９
０
０
０
万
円
の
増
額
と
な
る
見

込
み
で
す
。
引
き
上
げ
分
が
地
方

消
費
税
交
付
金
と
し
て
市
に
交
付

さ
れ
る
の
は
、
20
年
６
月
か
ら
と

な
る
た
め
、
19
年
度
の
影
響
は
大

き
い
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
問
　
現
状
の
児
童
虐
待
防
止
の

取
り
組
み
状
況
、
新
た
に
取
り
組

む
児
童
虐
待
防
止
の
対
策
に
つ
い

て
確
認
し
た
い
。

　
髙
橋
副
市
長
　
町
田
市
子
育
て

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
を
設

置
し
、
児
童
虐
待
の
早
期
発
見
の

仕
組
み
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
国

か
ら
の
乳
幼
児
健
診
未
受
診
者
等

の
緊
急
把
握
に
係
る
通
知
に
従
い
、

対
象
者
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
い
わ
せ
和
子
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
香
山
園
に
お
茶
室
の
設
置

や
庭
園
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
茶
室
の
設

置
は
、
今
後
部
屋
の
配
置
と
あ
わ

せ
て
検
討
し
、
開
園
時
間
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
演
出
は
運
営
事
業
者
か

ら
の
企
画
提
案
も
含
め
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
ロ
タ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
を
。

　
保
健
所
長
　
現
在
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定
期
予
防
接
種
と
な

っ
て
お
ら
ず
、
任
意
接
種
と
な
っ

て
い
ま
す
。
国
で
は
、
定
期
接
種

化
に
向
け
た
検
討
が
現
在
も
継
続

的
に
行
わ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

引
き
続
き
国
の
検
討
状
況
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
静
か
で
閑
静
な
住
宅
地
で

左
折
警
報
装
置
は
必
要
か
。

　
環
境
資
源
部
長
　
安
全
な
家
庭

ご
み
の
収
集
業
務
の
遂
行
が
第
一

と
考
え
、
音
量
は
、
住
宅
地
や
学

校
な
ど
周
辺
環
境
の
状
況
に
応
じ

た
適
正
な
判
断
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
　
友
美（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
相
談
窓
口
に
つ

い
て
、
６
月
議
会
後
ど
の
よ
う
に

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
の
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
女
性
悩
み
ご

と
相
談
の
タ
イ
ト
ル
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
関
す
る
相
談
を
含
む
と
追
記
し
、

検
索
し
や
す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
窓
口
名
称
の
変
更
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
は
そ
の

経
過
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
家
族
の
介
護
と
み
ず
か
ら

の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
に

悩
ん
で
い
る
若
年
介
護
者
が
い
る
。

そ
の
現
状
と
課
題
は
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
高
齢
者

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
介
護
者
の
相

談
を
受
け
て
い
る
の
で
、
さ
ら
な

る
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
問
　
不
妊
治
療
の
現
状
は
。

　
保
健
所
長
　
医
療
助
成
に
つ
い

て
、
国
の
都
道
府
県
、
指
定
都
市
、

中
核
市
が
実
施
主
体
に
な
る
と
い

う
考
え
を
踏
ま
え
て
、
市
の
施
策

も
考
え
て
い
き
ま
す
。

香
山
園
に
お
茶
室 

の

設

置

を

！

悩
み
に
向
き
合
う 

町
田
へ
向
け
て

消
費
税
率
の
引
き 

上
げ
に
つ
い
て

40
％
ご
み
減
量
の 

現
状
と
課
題
は

町田市非核平和都市宣言の碑
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傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

（

）

（

）

http://w
w
w
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w
w
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三
遊
亭
ら
ん
丈（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
南
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
う
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
18
年
３

月
に
策
定
し
た
Ｊ
Ｒ
町
田
駅
南
地

区
ま
ち
づ
く
り
整
備
方
針
に
基
づ

き
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
口
南
側
に
直
結

す
る
市
営
原
町
田
一
丁
目
駐
車
場

付
近
に
お
い
て
市
街
地
再
開
発
事

業
等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
問
　
帰
宅
困
難
者
対
策
の
充
実

に
向
け
、
そ
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

　
髙
橋
副
市
長
　
一
時
滞
在
施
設

確
保
は
、
民
間
事
業
者
と
交
渉
を

重
ね
、
協
定
を
締
結
し
、
現
在
、

約
１
万
４
８
０
０
人
が
収
容
可
能

と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
立
小
中
学
校
に
お

け
る
、
学
校
図
書
館
図
書
標
準
達

成
率
を
問
う
。

　
学
校
教
育
部
長
　
町
田
市
立
学

校
図
書
館
蔵
書
整
備
計
画
作
成
指

針
を
13
年
度
に
作
成
し
整
備
を
進

め
、
来
年
度
に
は
全
小
中
学
校
が

図
書
標
準
を
満
た
す
見
込
み
で
す
。

中
心
市
街
地
の
取 

り
組
み
に
つ
い
て

　

松
葉
ひ
ろ
み
（
公
明
党
）

　
問
　
大
規
模
水
害
に
備
え
る
た

め
、
み
ず
か
ら
の
行
動
計
画
を
時

系
列
で
定
め
て
お
く
「
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
導
入
を
求
め
る
。

　
防
災
安
全
部
長
　
風
水
害
時
に

有
効
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
先
進

事
例
と
し
て
常
総
市
の
取
り
組
み

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
道
路
陥
没
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
路
面
下
の
空
洞
調
査
を
す
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
道
路
部
長
　
今
後
も
路
面
性
状

調
査
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
空

洞
化
の
お
そ
れ
が
判
明
し
た
際
に
、

路
面
下
空
洞
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

た
だ
、
今
後
は
啓
開
道
路
の
中
で

も
特
に
重
要
な
道
路
に
つ
い
て
、

考
え
て
い
き
た
い
。

　
問
　
３
月
に
指
摘
し
た
小
田
急

町
田
駅
西
側
喫
煙
所
に
つ
い
て
は

環
境
改
善
さ
れ
た
が
、
今
後
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
町
田
駅
の
他
の

喫
煙
所
、
鶴
川
駅
、
成
瀬
駅
の
喫

煙
所
に
つ
い
て
も
順
次
改
善
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
命
を
守
る 

防
災
・
減
災
対
策

　

佐
藤
伸
一
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

導
入
に
つ
い
て
問
う
。

　
市
長
　
20
年
４
月
ま
で
に
制
度

移
行
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

18
年
度
中
に
任
用
に
関
す
る
取
り

扱
い
と
し
て
、
給
与
、
休
暇
な
ど

の
勤
務
条
件
、
人
事
評
価
等
の
運

用
基
準
を
設
計
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
問
　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
へ
の

市
の
対
応
を
問
う
。

　
髙
橋
副
市
長
　
７
月
10
日
に
、

町
田
市
被
災
地
等
支
援
対
策
本
部

を
設
置
し
ま
し
た
。
各
市
民
セ
ン

タ
ー
な
ど
に
義
援
金
箱
を
全
25
カ

所
設
置
し
、
義
援
金
は
日
本
赤
十

字
社
に
送
金
し
ま
し
た
。
人
的
支

援
に
つ
い
て
は
、
８
月
に
３
回
、

延
べ
11
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
問
　
市
立
博
物
館
の
資
料
の
保

管
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
長
　
特

に
空
調
設
備
の
老
朽
化
が
激
し
く
、

微
妙
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い

状
況
で
す
が
、
理
想
的
な
保
存
環

境
に
近
づ
け
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　
わ
た
べ
真
実（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
市
庁
舎
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
財
務
部
長
　
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
空
調

運
転
や
照
明
等
の
適
正
な
管
理
を

行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
問
　
ガ
ラ
ス
張
り
の
外
観
を
持

つ
建
築
物
が
好
ま
れ
る
風
潮
の
あ

る
中
、
建
築
コ
ス
ト
と
光
熱
費
の

コ
ス
ト
を
考
慮
し
て
い
る
か
。

　
営
繕
担
当
部
長
　
施
設
に
求
め

ら
れ
る
機
能
や
効
果
を
勘
案
し
た

上
で
、
開
口
部
の
面
積
と
断
熱
性

能
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら

建
物
の
仕
様
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
薬
師
池
西
公
園
は
に
ぎ
わ

い
の
ゾ
ー
ン
と
は
別
に
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
人
が
全
く

入
れ
な
い
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
つ

く
る
と
い
う
考
え
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
然
環
境
と
施
設
整
備
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
計
画

ど
お
り
に
進
め
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
省
エ 

ネ
取
り
組
み
は

　

矢
口
ま
ゆ
（
諸
派
）

　
問
　
学
校
の
標
準
服
（
制
服
）

や
体
操
着
が
透
け
や
す
い
た
め
猛

暑
で
も
重
ね
着
を
す
る
中
学
生
や

小
学
生
が
い
る
。
こ
の
現
状
は
不

健
康
と
も
言
え
問
題
で
は
な
い
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
生
徒
や
保
護

者
か
ら
半
袖
の
ブ
ラ
ウ
ス
や
ワ
イ

シ
ャ
ツ
だ
け
で
あ
る
と
下
着
が
透

け
て
し
ま
う
と
い
う
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。
意
見

を
受
け
、
標
準
服
の
仕
様
変
更
時

に
夏
用
の
薄
手
の
サ
マ
ー
ベ
ス
ト
、

学
校
指
定
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
の
選
定
を

行
っ
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

運
用
上
の
中
で
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
着
用

を
認
め
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
立
の
中
学
校
は
標

準
服
で
あ
り
着
用
の
義
務
は
な
い

が
、
児
童
や
保
護
者
に
義
務
は
な

い
旨
伝
え
て
い
る
の
か
。

　
学
校
教
育
部
長
　
標
準
服
の
着

用
、
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
着

用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

こ
と
で
保
護
者
や
生
徒
で
話
し
合

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

下
着
が
透
け
る 

学
校
標
準
服
問
題

　
戸
塚
正
人
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

　
問
　
乳
幼
児
や
子
ど
も
を
抱
え

る
世
帯
に
つ
い
て
、
保
育
園
・
幼

稚
園
・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
等
を
避

難
場
所
に
指
定
で
き
な
い
か
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
特
に
乳
児
、

ゼ
ロ
歳
児
等
の
ご
家
庭
が
保
育
所

を
使
っ
て
一
時
避
難
的
に
と
い
う

と
こ
ろ
は
、
今
後
検
討
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
防
災
行
政
無
線
が
豪
雨
時

に
聞
こ
え
な
い
と
の
声
を
多
く
聞

く
。
避
難
指
示
等
の
通
報
シ
ス
テ

ム
を
よ
り
周
知
す
る
べ
き
だ
が
。

　
防
災
安
全
部
長
　
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
媒
体
で
、
災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
を
周
知
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
多
く
の
皆
様
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
問
　
避
難
場
所
の
水
確
保
の
た

め
、
雨
水
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
髙
橋
副
市
長
　
学
校
、
避
難
所

の
整
備
計
画
の
中
で
少
し
長
い
ス

パ
ン
の
話
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
し
っ
か
り
今
後
検
討
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
保
育
園 

幼
稚
園
に
つ
い
て

　

白
川
哲
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
ま
ち
だ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
支
援
業
務
委
託
の
目
的
と

２
０
１
７
年
度
の
成
果
は
。

　
髙
橋
副
市
長
　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
全

国
放
送
の
テ
レ
ビ
番
組
で
取
り
上

げ
ら
れ
た
結
果
、
17
年
度
の
広
告

換
算
費
で
、
約
８
億
２
０
０
０
万

円
と
な
り
、
16
年
度
の
約
３
億
円

か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
支
援
業
務
委
託
の
委
託
先

　

渡
辺
厳
太
郎
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
ジ
ェ
ッ
ト
機
騒
音
ゼ
ロ
の

実
現
は
長
年
の
交
渉
結
果
で
あ
り
、

反
対
運
動
の
成
果
で
は
な
い
。
交

渉
で
き
る
関
係
維
持
の
た
め
米
軍

と
共
同
防
災
訓
練
を
す
べ
き
だ
が
。

　
防
災
安
全
部
長
　
定
期
的
に
意

見
交
換
を
し
、
訓
練
に
来
て
い
た

だ
く
か
も
、
話
し
合
い
の
中
で
判

断
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

髙
橋
副
市
長
　
騒
音
が
減
っ
た

と
い
う
事
実
も
あ
り
、
住
み
や
す

く
な
っ
て
き
た
と
は
思
い
ま
す
。

が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
連
続
性
の

確
保
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
広
報
担
当
部
長
　
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
目
的
を
達
成
で
き
る
委
託

業
者
を
選
定
し
て
い
け
ば
連
続
性

は
担
保
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
今
後
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
市
長
の
考
え
は
。

　

市
長　
取
材
を
受
け
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
と
い
う
活
動
が
ど
こ
ま

で
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
一
番

重
点
を
置
い
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　
問
　
１
～
２
歳
か
ら
で
も
保
育

園
に
入
れ
る
枠
組
み
が
必
要
だ
が
。

　
子
ど
も
生
活
部
長
　
小
規
模
保

育
所
は
、
新
た
に
10
園
の
整
備
を

行
い
、
19
年
４
月
に
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
す
。

　
問
　
長
崎
屋
跡
地
建
設
予
定
の

大
型
駐
車
場
が
市
域
に
与
え
る
影

響
を
し
っ
か
り
考
慮
す
べ
き
だ
が
。

　
都
市
整
備
担
当
部
長
　
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
に
協
力
い
た
だ
け
る
予
定

で
、
一
定
の
範
囲
が
完
了
し
た
時

点
で
道
路
整
備
等
を
検
討
し
た
い
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー 

シ
ョ
ン
に
つ
い
て

静
か
な
空
が
町
田 

に
返
っ
て
き
た
！

松
岡
み
ゆ
き
（
自
由
民
主
党
）

　
問
　
富
山
県
南
砺
市
は
人
口
減

少
対
策
で
婚
活
支
援
事
業
「
赤
い

糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
48
」
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
婚
姻
数
が
増
え
出
生

数
も
増
加
。
市
も
進
め
て
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
結
婚
さ
れ
た

方
が
定
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

子
育
て
環
境
整
備
や
町
の
魅
力
向

上
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
問
　
町
田
商
工
会
議
所
は
婚
活

支
援
を
し
て
い
る
が
現
状
は
。

　
政
策
経
営
部
長
　
こ
れ
ま
で
に
、

１
０
０
０
人
ぐ
ら
い
の
参
加
者
も

出
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
ま
た
、

こ
と
し
も
後
２
回
ぐ
ら
い
の
開
催

予
定
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
問
　
地
区
協
議
会
の
目
的
は
、

地
域
の
課
題
解
決
と
魅
力
発
信
に

あ
る
。
市
は
何
の
支
援
が
あ
る
か
。

　
市
民
協
働
推
進
担
当
部
長
　
地

域
活
動
室
を
提
供
し
、
地
域
応
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、

地
域
予
算
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
地
区
協
議
会
同
士
の
つ

な
が
り
づ
く
り
に
力
を
入
れ
ま
す
。

結
婚
活
動
支
援
／ 

地

区

協

議

会

　

吉
田
つ
と
む
（
保
守
の
会
）

　
問
　
暗
い
、
汚
い
と
思
わ
れ
て

い
る
町
田
駅
の
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン

デ
ッ
キ
は
モ
ノ
レ
ー
ル
開
通
ま
で

の
10
数
年
間
、
清
掃
の
み
で
一
切

の
改
修
を
図
ら
な
い
方
針
を
取
り

続
け
る
の
か
。

　
道
路
部
長
　
清
掃
し
て
も
ど
う

し
て
も
き
れ
い
に
な
ら
な
い
と
こ

ろ
は
、
例
え
ば
塗
装
を
し
直
す
と

か
、
そ
の
部
材
を
変
え
る
と
か
、

何
も
や
ら
な
い
の
で
は
な
く
て
、

段
階
を
踏
ん
で
、
ま
ず
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
み
て
、
今
後
検
証

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
問
　
町
田
市
が
主
導
す
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
地
元
町
田

市
の
衆
議
院
議
員
２
名
の
扱
い
に

差
が
あ
り
過
ぎ
異
常
で
あ
る
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
比
例
代
表

選
出
の
衆
議
院
議
員
の
席
順
で
す

と
か
、
ご
紹
介
の
仕
方
で
配
慮
に

欠
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
次
回
か
ら
は
、
ご
出
席

い
た
だ
け
る
方
の
立
場
を
配
慮
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

暗
い
、
汚
い
駅
周 

辺
の
改
修
を
求
む

用語の解説 本文中の青文字の解説です

◎不妊症� 【２面】
　正常な性生活を継続しながら、妊娠しない状態
のこと。

◎不育症� 【２面】
　妊娠はするけれど２回以上の流産、死産もしく
は生後１週間以内に死亡する早期新生児死亡によ
って子どもを持てないこと。

◎ＭＥPＳ� 【３面】
　Machida English Promotion Staffの略。英語
教育の充実及び英語授業の支援をする英語教育巡
回指導員のこと。

◎サンクチュアリ� 【４面】
　保護区・禁猟区のこと。

町
田
市
役
所
の

働
き
方
改
革
ほ
か

環境にやさしい町田市庁舎
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傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
庁
舎
3
階
の

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

本
会
議
・
委
員
会
の
イ
ン
タ

ネ
ト
放
映
を
行
て
い
ま
す

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

議
会
事
務
局
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

（

）

（

）

http://w
w
w
.gikai-m

achida.jp/
http://w

w
w
.gikai-m

achida.jp/

差
別
用
語
に
つ
い 

て
基
準
を
つ
く
れ

　
お
く
栄
一
（
公
明
党
）

　
問
　
遺
品
整
理
等
に
伴
い
発
生

す
る
臨
時
多
量
ご
み
収
集
体
制
の

強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

　
髙
橋
副
市
長
　
10
月
１
日
か
ら
、

一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
業
者
に

よ
る
整
理
、
分
別
、
収
集
、
運
搬

を
開
始
し
ま
す
。

　
環
境
資
源
部
長
　
許
可
事
業
者

へ
の
訪
問
指
導
の
際
、
事
務
所
の

所
在
の
有
無
を
確
認
し
ま
す
。

　
問
　
道
路
通
報
ア
プ
リ
・
み
ち

ピ
カ
町
田
く
ん
の
活
用
を
全
庁
的

に
広
め
る
よ
う
展
開
を
。

　
木
島
副
市
長
　
本
ア
プ
リ
は
市

民
と
市
の
両
方
へ
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
の
で
、
全
庁
的
な
展
開

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
問
　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
福

祉
増
進
を
目
的
に
、
家
庭
風
呂
の

有
無
を
問
わ
ず
公
衆
浴
場
へ
の
無

料
入
浴
券
の
支
給
改
善
を
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
で
き
る

だ
け
介
護
保
険
を
使
用
し
て
い
た

だ
き
、
配
り
方
は
、
公
衆
浴
場
経

営
者
の
方
と
お
話
し
て
い
き
た
い
。

家
庭
系
臨
時
ご
み 

収
集
の
改
善
を
！

　
大
西
宣
也
（
保
守
の
会
）

　
問
　
私
の
発
言
が
根
拠
も
な
く

差
別
用
語
と
決
め
つ
け
ら
れ
た
。

恣
意
に
差
別
用
語
と
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。
市
の
基
準
を
つ
く
れ
。

　
総
務
部
長
　
周
辺
事
情
も
考
慮

し
て
判
断
す
べ
き
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
具
体
的
内
容
を
取
り
上

げ
た
基
準
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
問
　
香
山
緑
地
（
鶴
川
駅
前
）

に
町
田
の
迎
賓
館
と
な
る
よ
う
な

茶
屋
を
設
け
ら
れ
た
い
。

　
都
市
づ
く
り
部
長
　
さ
ま
ざ
ま

な
お
客
様
を
招
い
て
お
も
て
な
し

を
す
る
場
も
含
め
て
考
え
て
お
り
、

そ
れ
が
迎
賓
館
と
い
う
言
葉
に
当

て
は
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
い

う
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
問
　
市
の
管
理
職
職
員
は
１
週

間
連
続
の
夏
休
み
も
と
れ
な
い
現

状
を
改
善
さ
れ
た
い
。

　
総
務
部
長
　
業
務
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
意
味
で
、
年
次
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
中
に
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
、
あ
ら
か
じ
め
落
と
し
込
む

こ
と
が
重
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市議会を傍聴しませんか
　市庁舎３階の受付カウン
ターまでお気軽にお越しく
ださい。
　次回12月定例会の日程は
1面をご覧ください。

アカウント
町田市議会（町田市公式）
＠machida_gikai

Twitterを利用しています!Twitterを利用しています!

★第３回定例会 議案審議結果一覧表
賛否が分かれた議案� ※若林章喜議員は議長のため通常の採決には参加できません。
○　賛成　　×　反対　　－　棄権　　空欄は欠席 自由民主党 公明党 まちだ市民クラブ 保守の会 日本共産党 諸派

議決
月日議案

番号 議　　案　　名 議決
結果

熊
沢
あ
や
り

星
だ
い
す
け

木
目
田
英
男

石
川
好
忠

渡
辺
厳
太
郎

松
岡
み
ゆ
き

い
わ
せ
和
子

三
遊
亭
ら
ん
丈

若
林
章
喜（
議
長
）

藤
田　
学

佐
藤
伸
一
郎

お
さ
む
ら
敏
明

山
下
て
つ
や

村
ま
つ
俊
孝

斉
藤
か
つ
ひ
ろ

お
ん
じ
ょ
う
由
久

松
葉
ひ
ろ
み

お
く
栄
一

森
本
せ
い
や

東　
友
美

ち
だ
伸
也

佐
藤
和
彦

わ
た
べ
真
実

戸
塚
正
人

白
川
哲
也

深
沢
ひ
ろ
ふ
み

お
ぜ
き
重
太
郎

吉
田
つ
と
む

大
西
宣
也

細
野
龍
子

田
中
美
穂

佐
々
木
智
子

殿
村
健
一

新
井
よ
し
な
お

矢
口
ま
ゆ

友
井
和
彦

★　市　長　提　出　議　案          
第75号 平成３０年度（２０１８年度）町田市一般会計補正

予算（第２号）
可　決 

（賛成多数） ○○○○○○○○

議　
長

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○○9月27日

第84号 町田市立公園条例の一部を改正する条例 可　決 
（賛成多数） ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○○9月27日

第87号 町田薬師池公園四季彩の杜ウェルカムゲート
整備工事請負契約

可　決 
（賛成多数） ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○○9月27日

第90号 土地の無償貸付について 可　決 
（賛成多数） ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○×8月27日

第91号 土地の買入れについて 可　決 
（賛成多数） ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○○8月27日

第111号 町田市子ども創造キャンパスひなた村の指定
管理者の指定について

可　決 
（賛成多数） ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○○9月27日

認定第1号 平成２９年度（２０１７年度）町田市一般会計・特
別会計歳入歳出決算認定について

認　定 
（賛成多数） ○○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○××××○○○9月27日

★　議　員　提　出　議　案
第12号 ＣＶ２２オスプレイの横田基地配備と飛行訓練

中止を求める意見書 否　決 ××××××××
議　
長

×××××××××○○○○○○×××××○○○○×××9月27日

第14号
中央省庁など公的機関における「障害者雇用」
の不正問題について調査の徹底と再発防止の
第三者委員会設置を求める意見書

否　決 ×××××××× ×××××××××○○○○○○×××○×○○○○×××9月27日

第15号 消費税の１０％増税の中止を求める意見書 否　決 ×××××××× ×××××××××××××○×○×○××○○○○×××9月27日
★　請　願
第5号 町田市議会本会議場の国旗を議長席背面に設

置することを求める請願
採　択 

（賛成多数） ○○○○○○○○議　
長
○○○○○○○○○○××○×○○○○○○××××○○○8月27日

第12号 熱中症緊急対策に関する請願 不採択 ×××××××× ××××××××××××××××××××○○○○×××9月27日

全員一致で可決・認定・同意された議案
議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
議案
番号 議　　案　　名 議決

月日
★　市　長　提　出　議　案 第103号 デイサービス忠生の指定管理者の指定について 9月27日
第76号 平成３０年度（２０１８年度）町田市国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 9月27日 第104号 デイサービス三輪の指定管理者の指定について 9月27日
第77号 平成３０年度（２０１８年度）町田市下水道事業会計補正予算（第２号） 9月27日 第105号 デイサービス榛名坂の指定管理者の指定について 9月27日
第78号 平成３０年度（２０１８年度）町田市介護保険事業会計補正予算（第１号） 9月27日 第106号 デイサービス高ヶ坂の指定管理者の指定について 9月27日
第79号 平成３０年度（２０１８年度）町田市後期高齢者医療事業会計補正予算（第１号） 9月27日 第107号 デイサービスあいはらの指定管理者の指定について 9月27日
第80号 公益的法人等への町田市職員の派遣に関する条例の一部を改正する条例 9月27日 第108号 わくわくプラザ町田の指定管理者の指定について 9月27日

第81号 町田市個人番号及び特定個人情報の利用等に関する条例の一部を改正する条
例 9月27日 第109号 休日・準夜急患こどもクリニックの指定管理者の指定について 9月27日

第82号 町田市手数料条例の一部を改正する条例 9月27日 第110号 休日応急歯科・障がい者歯科診療所の指定管理者の指定について 9月27日

第83号 町田市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正す
る条例 9月27日 第112号 町田市自然休暇村の指定管理者の指定について 9月27日

第85号 町田市地域コミュニティバス運行事業に使用するバスの購入 8月27日 第113号 町田市ふるさと農具館の指定管理者の指定について 9月27日

第86号 町田市熱回収施設等（仮称）整備運営事業に関する施設整備工事請負契約の変
更契約 9月27日 第114号 町田市七国山ファーマーズセンターの指定管理者の指定について 9月27日

第88号 芹ヶ谷公園整備工事（その１）請負契約 9月27日 第115号 小野路公園外２箇所の指定管理者の指定について 9月27日
第89号 室内プール改修空気調和設備工事請負契約 9月27日 第116号 町田中央公園外３箇所の指定管理者の指定について 9月27日
第92号 土地の買入れについて 8月27日 第117号 野津田公園の指定管理者の指定について 9月27日
第93号 市道路線の認定について 9月27日 第118号 町田市教育委員会委員の任命につき同意方について 9月27日
第94号 市道路線の廃止について 9月27日 第119号 町田市行政不服審査会委員の委嘱につき同意方について 9月27日
第95号 町田市民ホールの指定管理者の指定について 9月27日 認定第2号 平成２９年度（２０１７年度）町田市病院事業会計決算認定について 9月27日
第96号 町田市わさびだ療育園の指定管理者の指定について 9月27日 ★　委　員　会　提　出　議　案
第97号 町田市大賀藕絲館の指定管理者の指定について 9月27日 第1号 町田市議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正する条例 8月27日
第98号 ふれあい桜館の指定管理者の指定について 9月27日 ★　議　員　提　出　議　案
第99号 本町田高齢者在宅サービスセンターの指定管理者の指定について 9月27日 第13号 東京都に公立小中学校施設へのエアコン設置補助事業の期間延長と体育館へ

のエアコン設置補助を求める意見書 9月27日

第100号 小山田高齢者在宅サービスセンター外１箇所の指定管理者の指定について 9月27日 第16号 学校施設や通学路におけるブロック塀等の安全性確保を求める意見書 9月27日
第101号 玉川学園高齢者在宅サービスセンター外１箇所の指定管理者の指定について 9月27日 第17号 児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書 9月27日
第102号 デイサービス鶴川の指定管理者の指定について 9月27日 第18号 第８４号議案に対する附帯決議 9月27日
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審査から

　
委
員
　
今
後
さ
ら
に
周
知
と
か
、

こ
う
い
っ
た
手
を
打
つ
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
今

後
の
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
す
る
ん

だ
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
町
田
市

も
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い

く
こ
と
で
、
高
齢
者
施
策
全
体
で

費
用
が
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
事
業
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず

は
財
政
面
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
関
し

て
言
う
と
非
常
に
効
果
が
限
定
さ

れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
有
効
性

も
十
分
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
や
都
、
他
自
治
体
の
動
向
等
も

注
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
で
実
施
す

る
と
か
は
余
り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
毎
年
、
熱
中
症
、
酷

暑
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
中
で
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

っ
て
派
遣
し
て
い
た
と
い
う
と
こ

ろ
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
今
回
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ほ
う
か
ら
、
派

遣
法
派
遣
に
基
づ
い
て
事
業
者
負

担
分
を
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
け

る
と
い
う
お
話
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
そ
う
す
る
と
、
研
修
派
遣
で

は
な
く
て
派
遣
法
で
派
遣
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
、
条
例
改
正

に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

室
内
プ
ー
ル
改
修
空
気
調
和

設
備
工
事
請
負
契
約

　
委
員
　
耐
久
性
と
い
う
点
で
は

何
年
ぐ
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
営
繕
課
長
　
一
般
的
に
は
20
年

程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
場

を
確
認
し
な
が
ら
、
今
こ
こ
で
29

年
も
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
、
た
だ
、
や
は
り
こ
こ
で

改
修
し
な
い
と
、
こ
の
先
、
使
い

に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
今
回

改
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

熱
中
症
緊
急
対
策
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て

～
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子

ど
も
が
い
る
世
帯
な
ど
へ
の

エ
ア
コ
ン
等
の
購
入
補
助
制

度
の
実
施
を
求
め
る
～

　
委
員
　
熱
中
症
対
策
周
知
は
何

か
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
高
齢
者
福
祉
課
長
　
熱
中
症
予

防
に
関
す
る
普
及
啓
発
と
し
て
、

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
送

付
す
る
際
に
、
封
筒
に
熱
中
症
へ

の
注
意
書
き
を
明
記
し
、
高
齢
者

に
配
付
し
て
い
る
「
高
齢
者
の
た

め
の
暮
ら
し
の
て
び
き
」
で
注
意

喚
起
の
記
載
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
所
で
発
行
し
て
い
ま

す
「
み
ん
な
の
健
康
だ
よ
り
」
７

月
１
日
号
に
お
い
て
、
熱
中
症
予

防
に
お
い
て
大
変
重
要
な
水
の
補

給
に
関
し
て
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

公
益
的
法
人
等
へ
の
町
田
市

職
員
の
派
遣
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

～
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
へ
の
派
遣
～

　
委
員
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
か
か

わ
っ
て
い
く
町
田
市
の
メ
リ
ッ
ト

が
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
３
名
の
方

々
の
仕
事
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
イ
メ
ー
ジ
か
。

　
職
員
課
長
　
３
名
の
う
ち
２
名

が
今
年
度
末
で
戻
っ
て
く
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
向
こ
う
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
こ
れ
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
町
田
市
で
生
か
し
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
　
条
例
改
正
を
す
る
主
な

目
的
と
い
う
の
は
何
か
。

　
職
員
課
長
　
今
ま
で
は
研
修
派

遣
と
い
う
こ
と
で
、
平
た
く
言
う

と
人
件
費
を
こ
ち
ら
側
で
全
て
持

９月７日・１４日に議案１９
件、請願１件、認定２件
の審査を行いました。

９月７日・１０日・１４日
に議案７件、認定１件
の審査を行いました。総　務健康福祉

・高齢者あんしんキーホルダー売払いについては年齢制限なく、多くの市民の
方々に所持して頂き、高齢者見守り意識の向上を図られたい。
・福祉輸送サービス事業の総括については、実施時期を想定し、それまでのス
ケジュールを明記されたい。
・障がい者支援センターの委託先事業者に対する適正な予算措置を講じ、円滑
なセンター運営ができるように図られたい。
・わくわくプラザ町田の講習室・会議室の利用率の向上を図られたい。
・シルバー人材センター作業員については今夏の熱中症で入院、死亡原因にな
ったケースもある。作業員の健康管理を求める。
・経済上や身寄りがないなどの特別の事情がある高齢者については、養護老人
ホームや特別養護老人ホームの積極的措置入所を勧められたい。
・高齢者福祉センターの老朽化に伴う改修工事を急がれたい。またその際は、
利用者ニーズをよく把握して、浴室やマッサージ機などの人気サービスの継
続を図られたい。
・健康福祉会館で行われている休日・準夜急患こどもクリニックや休日応急歯
科・障がい者歯科診療所等は一部土曜日夜間等に対応していない。市民が健
康で安心して暮らすことができるまちづくりの推進を図るためメディカルセ
ンター化等を検討されたい。
・国民健康保険事業の収支改善について、保険税収納率改善やジェネリック医
薬品促進、医療費適正化等の施策を進める一方で、財政改革のために被保険
者の健康促進策（健康寿命）をさらに推進されたい。
・地域包括ケアシステム充実を図るため、勉強会や実地指導をより充実させ、ケ
アマネジメントの効率化とともに一層の質の向上に繋がるよう努められたい。
【認定第２号】
・財務については、医業収益が低下しないように努力し、経常損失、純損失の
圧縮を図られたい。中期経営計画に基づき２０２０年度経常収支黒字に向け
て取り組まれたい。
・呼吸器内科の常勤医の確保など、医業収益減や病床稼働率の低下を招く医師
不足の解消を図るために、抜本的対策を講じられたい。

など計３２件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（健康福祉）
認定すべきものと決定

・職員のメンタル疾患の予防により努め、特にメンタル疾患の病休者の減少、
復職後の再発の防止に努められたい。
・より適正な契約事務が行えるよう、契約方法について検証し、改善されたい。
・「ふるさと納税」については、法人への周知も含め、更なる認知度向上を図
られたい。
・未使用地及び低利用地の処分や活用方法を適時出来るよう準備しておくべき
と思う。ならびに、市民の皆さまにも早い公表をされたい。
・庁用車事故の削減に向け、職員の意識向上を図る取り組みをさらに進められ
たい。
・地球温暖化防止の観点からも、庁舎二酸化炭素排出量の削減の為、多方面か
ら取り組みを進められたい。
・公共施設再編計画の検討にあたっては、採択された関連請願の趣旨と内容を
反映させられたい。
・２０１７年度の差押は、２３９４件
２０１６年度の差押は、２２５１件
差押設定せざるを得ない状況で設定したならば、債権回収出来た段階で設定
解除をしなくてはならない。設定解除漏れがないか、急ぎ調査されたい。
・滞納整理にあたっては、納税者の生活再建をふまえた対応をされたい。
・更なる都市農業振興のため、いわゆる生産緑地２０２２年問題に向け、生産
緑地所有者に対し関係法規の周知を徹底されたい。
・山林バンク事業を積極的に進め、更なる山林等の活用面積を増やすよう努め
られたい。
・町田新産業創造センターは、他に類を見ない充実施設であるが、創業企業が
育った段階での本市に残る対策が取られていない。早急に行われたい。
・町田市が指定し、バスターミナルから発車する観光バスの利用者にわかりや
すいようにするために、バスセンターや鉄道出入り口付近にも観光バスの発
車場の場所の案内を表記されたい。

など計２３件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（総務）
認定すべきものと決定

歳入合計
約1,539億円

その他
16,225,527,332円
(10.5%）

市債
5,901,800,000円(3.8%）

繰入金
7,024,182,964円(4.6%）

地方消費税交付金
8,725,982,000円
(5.7%）

都支出金
19,456,809,649円
(12.6%） 国庫支出金

27,983,443,453円(18.2%）

市税
68,604,671,324円
(44.6%)

歳入合計額
153,922,416,722円

平成29年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

歳出合計
約1,491億円

歳出合計額　
149,050,406,207円

平成29年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
22,548,455,646円(15.1%）
総務費
22,548,455,646円(15.1%）

民生費
75,080,802,875円
(50.4%）

民生費
75,080,802,875円
(50.4%）

その他
1,876,000,783円（1.3%）
その他
1,876,000,783円（1.3%）

衛生費
12,590,048,102円（8.4%）
衛生費
12,590,048,102円（8.4%）

土木費
11,559,715,280円（7.8%）
土木費
11,559,715,280円（7.8%）

公債費
6,476,604,918円（4.3%）
公債費
6,476,604,918円（4.3%）

消防費
5,214,806,846円（3.5%）
消防費
5,214,806,846円（3.5%）

教育費
13,703,971,757円（9.2%）
教育費
13,703,971,757円（9.2%）

議会費 643,923,320円
労働費 30,641,960円
農林費 313,980,121円
商工費 887,455,382円

平成２９年度決算 (一般会計・特別会計)
・平成２９年度病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審
査の結果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。
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委員会の付託された議案・請願等を審査
　市議会には、４つの常任委員会が設置されており、本会議で付託された議案・請願等、各所管事項について
詳細にわたり審査を行っています。その中から、各委員会の主な審査状況をお知らせします。

　
都
市
政
策
課
担
当
課
長
　
公
園

の
広
場
で
は
な
く
、
も
う
少
し
都

市
的
な
広
場
と
い
う
機
能
に
な
り

ま
す
。
商
業
施
設
の
中
に
も
幾
つ

か
広
場
は
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
中

心
性
を
持
っ
た
、
人
の
集
ま
り
や

す
い
場
所
に
広
場
空
間
を
つ
く
れ

ま
す
の
で
、
こ
こ
の
活
用
を
い
か

に
魅
力
的
に
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
、
南
町
田
の
町
の
印
象
を
結
構

左
右
す
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
園
の
広
場
、
草
地
の
広
場
と
は

全
く
違
う
、
イ
ベ
ン
ト
と
か
、
人

が
集
ま
っ
て
出
会
い
が
生
ま
れ
る

よ
う
な
使
い
方
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
シ
ネ
マ

と
か
ア
ー
ト
と
か
、
そ
う
い
う
も

の
と
の
親
和
性
も
高
い
場
所
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
イ

ベ
ン
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
埋
め
込
め

る
場
所
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
議
論
を
東
急
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
側
と
一
緒
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

全
部
網
羅
で
き
ま
せ
ん
。
一
番
大

き
な
と
こ
ろ
は
、
消
防
署
の
跡
地

が
返
っ
て
く
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

わ
か
ら
ず
、
そ
の
辺
が
明
確
に
な

ら
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
　
中
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
が
、

ほ
こ
り
と
か
、
そ
う
い
っ
た
問
題

が
起
こ
る
と
思
わ
れ
る
が
対
応
策

等
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
施
設
課
長
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
ダ

ス
ト
舗
装
に
し
て
、
ほ
こ
り
が
出

な
い
よ
う
な
材
料
を
使
い
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

学
校
施
設
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤

去
・
改
修
事
業

　
委
員
　
暫
定
的
に
安
全
柵
で
囲

う
と
い
う
作
業
は
、
も
う
既
に
全

部
完
了
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

い
い
か
。

　
施
設
課
長
　
暫
定
的
に
、
注
意

喚
起
と
い
う
こ
と
で
三
角
コ
ー
ン

と
か
、
そ
う
い
う
も
の
で
囲
っ
て

い
ま
す
。

パ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
サ
イ
ト
整

備
事
業

～
南
町
田
の
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
～

　
委
員
　
パ
ー
ク
ラ
イ
フ
棟
に
ま

ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
設
け
る
が
、

そ
の
概
要
は
ど
う
い
う
も
の
を
イ

メ
ー
ジ
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　
都
市
政
策
課
担
当
課
長
　
皆
さ

ん
が
紹
介
し
た
い
本
、
読
ん
で
も

ら
い
た
い
本
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
つ
き

で
持
ち
寄
っ
て
、
そ
れ
の
集
合
体

と
し
て
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
で
き
て

い
ま
す
。
貸
し
出
し
の
機
能
も
シ

ス
テ
ム
と
し
て
持
っ
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
ベ
ー
ス
で
見
る
と
図
書

館
機
能
に
近
い
も
の
で
す
。

　
委
員
　
パ
ー
ク
ラ
イ
フ
広
場
の

活
用
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は
、

こ
の
辺
を
ど
う
検
討
さ
れ
て
き
た

の
か
、
ま
た
、
広
場
と
い
う
位
置

づ
け
と
い
う
の
は
ど
う
い
っ
た
も

の
と
し
て
考
え
て
い
る
の
か
。

（
仮
称
）
町
田
第
一
中
学
校

中
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

～
旧
町
田
消
防
署
跡
地
を
工

事
期
間
中
の
代
替
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
暫
定
活
用
へ
～

　
委
員
　
町
田
第
一
中
学
校
の
工

事
が
終
わ
っ
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ

の
後
の
利
用
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
施
設
課
長
　
消
防
署
が
返
還
に

な
り
、
中
学
校
の
改
築
期
間
に
お

い
て
、
暫
定
的
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
決
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
委
員
　
消
防
署
が
あ
く
の
は
わ

か
っ
て
い
た
。
本
町
田
に
つ
く
る

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
学
区
外
だ
か
ら

も
う
１
回
検
討
と
か
は
な
い
の
か
。

　
施
設
課
長
　
消
防
署
の
跡
地
は

大
き
さ
が
狭
い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

そ
の
辺
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
は

９月１１日・１２日・１３日・１９
日に議案１２件、認定１
件の審査を行いました。

９月１１日・１２日・１９日
に議案４件、認定１件
の審査を行いました。文教社会建　設

・物品売払収入・余剰電力売払収入については、より分析し、ＰＲし、ゴミ処
理だけでなく、資源・エネルギー再生工場としての役割をより向上されたい。
・緑のカーテンゴーヤ配布数の漸減傾向に歯止めをかけ、増加に向けて努めら
れたい。
・受動喫煙対策強化の観点から、指定喫煙所において、パーテーションがない
など全く受動喫煙に対応していない所について早急かつ抜本的な改善をされ
たい。
・ごみの適正分別への手助けとなる「ごみ分別アプリ」の導入により、適正分
別のさらなる促進に力を入れられたい。
・通学路等道路安全対策については、より予算を確保し、現場で必要と判断さ
れたものについては、より整備に努められたい。
・「道路通報アプリ・みちピカ町田くん」をより市民に活用いただく為、認知
度向上を、さらに図るための周知をされたい。
・地域コミュニティバスかわせみ号については、利用者数を引き上げるために
シルバーパス助成制度の拡充を都に要望されたい。
・公園・緑地における樹木の管理については、自然災害による住民被害が発生
しないよう、適正な対応に努められたい。
・公園駐車場有料化事業について、より公園利用者の立場に合った事業形態に
努められたい。
・市営住宅におけるエレベーター設置について、積極的に検討されたい。
・空家の利活用について、より地域住民の生活向上の為、また市民団体の活動
支援の為、努められたい。
・開発行為、住宅建設にあたっては、浸透施設整備や雨水活用施設整備をさら
に誘導するよう努められたい。
・水洗化率はすでに達成目標に到達しているが、その目標値にかかわらず、引
き続き数値の向上を目指されたい。

など計４１件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（建設）
認定すべきものと決定

・町内会・自治会の若年層へのアプローチがしやすいと考えられるＨＰの作成
フォローに関してより研究を進めるなどし、加入促進に努められたい。
・振り込め詐欺等の特殊詐欺の被害が増加している。法務省等を名乗る「架空
請求ハガキ」等、新たな手口に対して、迅速に市民に周知されたい。
・市民センターの和室など利用率の低い部屋等は、子育て世帯へ開放するなど
されたい。
・保育士不足を解消するために、育児中の保育士が時短勤務を希望しても正規
職員で採用されるよう、指導されたい。
・産後うつや孤立から起きる自殺や児童虐待などを防ぐためにも、０歳児と転
入者家庭への家庭訪問は、最重要と考える。切れ目のない支援として関連部
署との連携をさらに深められたい。
・身近な相談の場であるマイ保育園事業の登録者をさらに増やす努力を図られ
たい。
・子どもセンター、子どもクラブにおいてのイベント等は、対象児童と利用時
間をしっかりと把握した上で行われたい。
・災害対策用備蓄乾燥米は白飯、五目ご飯、梅粥となっている。食物アレルギ
ーの避難者も食べられるようなものに統一するよう検討されたい。
・洪水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップ、防災マップに関して、より
分かりやすいものとなるよう、町田市ＨＰでの掲載場所なども含め見直しを
進められたい。
・中学校部活動と地域スポーツクラブの連携を行い、教職員の時間外勤務の削
減に努められたい。
・ひなた村の駐車場においては、地域の声を受け止め、利用者間で有料、無料
ということが発生しないよう、十分に確保されたい。
・図書館の役割は、時代とともに変化しており、コミュニティーや地域の拠点
としての評価も必要と考える。貸出点数等だけではなく、来館者数も成果指
標として検討されたい。
・図書館利用者へのサービス充実については、町田駅前連絡所などでも受け渡
し、返却できるよう検討されたい。
・国際版画美術館について、効率的な運営に取り組むとともに、施設利用者数
が増加するようさらなる改善を図られたい。２０２０年を目指し、インバウ
ンド対策を強化されたい。

など計６５件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（文教社会）
認定すべきものと決定

町田市議会の会議録
　町田市議会のホームペー
ジ、市庁舎３階の議会図書
室又はお近くの図書館でご
覧いただくことができます。
 ( 本定例会の会議録は、１１
月末に完成予定です。)  

　町田市議会では、常任委員会の活動として、市内の各種団体の皆さんと懇談会を開催し、市民と議会の意見を交換する場としています。懇談会で出された意
見については、議会活動に反映させていただきます。10月までに開催した懇談会は次のとおりです。

日付 団体名 内容 対応した常任委員会
9月18日 町田市障がい者福祉懇談会 ○生活介護事業の拡充について 他 健康福祉
9月18日 公益社団法人東京都柔道整復師会町田支部 ○公益社団法人東京都柔道整復師会町田支部からの報告 健康福祉
9月18日 町田市社会福祉法人施設等連絡会 ○自立支援協議会と基幹型相談事業のあり方 他 健康福祉
9月21日 町田市法人立保育園協会 ○町田の保育の現状と今後の課題について 文教社会

～常任委員会の活動状況～
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この広報紙は、１１６，５７６部作成し、１部当たりの単価は１１円です。（職員人件費を含みます。）

　目の不自由な方のために、
点字と声（カセットテープ版、
デイジー版）の「町田市議会
だより」を発行しています。ご
希望の方は、議会事務局調査
法制係（☎０４２－７２４－４０４９）
までお申し込みください。

第
８４
号
議
案
に
対
す
る
附
帯

決
議

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
さ
ら

な
る
強
化
を
求
め
る
意
見
書

北
京
市
区
人
民
代
表
大
会

友
好
代
表
団
　
来
訪
　
　

学
校
施
設
や
通
学
路
に
お
け

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
安
全
性

確
保
を
求
め
る
意
見
書

東
京
都
に
公
立
小
中
学
校
施

設
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助

事
業
の
期
間
延
長
と
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
を

求
め
る
意
見
書

　

気
象
庁
が
「
命
に
危
険
が
あ
る

よ
う
な
暑
さ
」
「
災
害
と
認
識
」

と
評
し
た
今
年
の
猛
暑
に
よ
っ
て
、

熱
中
症
の
深
刻
な
被
害
が
広
が
っ

た
。
児
童
・
生
徒
の
学
校
で
の
諸

活
動
が
、
夏
場
に
お
い
て
も
安
全

・
快
適
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
学

校
施
設
環
境
改
善
は
急
務
で
あ
る
。

よ
っ
て
町
田
市
議
会
は
、
東
京
都

に
対
し
て
、
今
年
度
で
終
了
予
定

の
公
立
小
中
学
校
の
特
別
教
室
へ

の
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
事
業
の
期

間
延
長
と
、
夏
休
み
中
も
部
活
動

な
ど
で
使
用
す
る
体
育
館
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
も
補
助
を
行
う
よ

う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

東
京
都
知
事
ほ
か
１
件
宛
て

　

町
田
市
も
学
校
施
設
、
児
童
生

徒
が
利
用
す
る
全
通
学
路
の
点
検

と
安
全
性
確
保
に
向
け
て
改
善
の

必
要
が
あ
る
。
つ
い
て
は
、
国
が

引
き
続
き
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の
緊
急
総
点
検
と
安
全
対
策
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
次
の
事
項
に

つ
い
て
積
極
的
な
対
応
を
求
め
る
。

①
今
回
被
災
し
た
地
域
の
通
学
路

の
変
更
や
立
ち
入
り
禁
止
等
の
措

置
を
含
め
対
応
す
る
こ
と
②
全
国

の
通
学
路
も
緊
急
総
点
検
・
調
査

を
実
施
し
、
地
方
自
治
体
に
対
す

る
技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
行
う

こ
と
③
学
校
施
設
の
安
全
対
策
に

要
す
る
費
用
は
、
塀
の
修
繕
な
ど

小
規
模
工
事
、
そ
し
て
法
定
点
検

や
そ
れ
に
伴
う
修
繕
へ
の
補
助
制

度
の
創
設
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

東
京
都
目
黒
区
で
両
親
か
ら
虐

待
を
受
け
女
児
が
死
亡
す
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
。

こ
の
よ
う
な
虐
待
事
案
は
、
近
年
、

急
増
し
て
お
り
、
５
年
前
と
比
べ

る
と
倍
増
し
て
い
る
。
政
府
は
児

童
虐
待
防
止
対
策
を
強
化
し
て
き

た
が
、
今
回
の
事
案
は
、
児
童
相

談
所
が
関
与
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
虐
待
か
ら
救
う
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
虐
待
か
ら
子
ど

も
の
命
を
守
る
た
め
に
、
児
童
相

談
所
の
み
な
ら
ず
関
係
機
関
や
民

間
団
体
等
が
協
働
し
、
虐
待
の
防

止
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
６
件
宛
て

　

本
条
例
の
う
ち
鶴
間
公
園
の
利

用
料
金
設
定
に
つ
い
て
、
青
少
年

健
全
育
成
や
介
護
予
防
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
動
等
に

取
り
組
む
市
民
利
用
者
に
対
し
、

配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
選
定
の
際

に
は
、
右
記
の
内
容
を
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
重
ね
て
求
め
る
。

町
田
市
長
宛
て

　

平
成
３０
年
第
２
回
定
例
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て
、

市
長
か
ら
処
理
経
過
及
び
結
果
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

性
的
少
数
者
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な

ど
）
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
拡

充
に
関
す
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

請
願
項
目
１
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
の
女
性
悩
み
ご
と
相
談
に
お

い
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
に
関
す
る
相

談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

相
談
が
し
や
す
い
よ
う
に
、
広
報

ま
ち
だ
７
月
１
日
号
か
ら
、
女
性

悩
み
ご
と
相
談
に
お
い
て
相
談
を

受
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
記
し
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
き
ま
し
て
も
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等

の
相
談
が
で
き
る
窓
口
と
し
て
、

女
性
悩
み
ご
と
相
談
を
紹
介
い
た

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
従
来
通
り
、

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
適
切
な

機
関
へ
の
ご
案
内
も
し
て
お
り
ま

す
。

　

福
利
厚
生
の
適
用
な
ど
の
諸
施

策
に
つ
い
て
は
、
導
入
を
し
て
い

る
自
治
体
の
情
報
収
集
を
し
て
参

り
ま
す
。

　

請
願
項
目
２
に
つ
い
て
は
、「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
」
を

既
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
に
対

し
、
実
績
や
導
入
に
よ
る
効
果
な

ど
を
確
認
す
る
中
で
、
そ
の
必
要

性
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
は
、
同
性
カ

ッ
プ
ル
に
適
用
可
能
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

各
自
治
体
の
動
向
等
、
今
後
の
社

会
情
勢
を
注
視
し
て
参
り
ま
す
。

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
度
、
そ
の

収
支
に
つ
い
て
、
領
収
書
等
の
必

要
書
類
を
添
え
て
議
長
に
提
出
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
２９
年
度
の
会
派
別
収
支

は
上
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
２９
年
度
分
か
ら
会

計
帳
簿
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
公

開
し
て
い
ま
す
。

【
災
害
対
策
委
員
会
】

　
委
員
の
就
任

　

就
任　

佐
藤
和
彦

（
９
月
２６
日
付
）

　

北
京
市
区
人
民
代
表
大
会
友
好

代
表
団
一
行
１０
名
が
、
１０
月
１１
日

に
町
田
市
役
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

東
京
都
市
議
会
議
長
会
会
長
市

で
あ
る
町
田
市
を
訪
問
し
た
友
好

代
表
団
一
行
は
、
東
京
都
市
議
会

議
長
会
会
長
（
町
田
市
議
会
若
林

章
喜
議
長
）
を
初
め
、
東
京
都
市

議
会
議
長
会
副
会
長
（
小
金
井
市

議
会
議
長
、
東
久
留
米
市
議
会
議

長
）、
町
田
市
髙
橋
豊
副
市
長
、

町
田
市
議
会
佐
藤
和
彦
副
議
長
、

町
田
市
議
会
常
任
委
員
会
委
員
長

４
名
と
会
談
し
ま
し
た
。
友
好
代

表
団
一
行
は
、
会
談
後
、
町
田
市

庁
舎
を
視
察
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議

（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
３
件
、
決

議
１
件
を
可
決
し
、
議
長
名
で
関

係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

北京市区人民代表大会友好代表団の一行をお迎えして

町内会・自治会連合会会長から１０月９日
に議長へ提出されました。

９月に発災した北海道胆振東部地震により犠牲となられた方々のご冥福を祈るとともに、一日
も早い復興への切なる願いを込めて、議場にいる全員で黙禱を行いました。（本会議最終日）

町
田
市
町
内
会
・
自
治
会
連

合
会
か
ら
町
田
市
議
会
議
長

へ
「
避
難
施
設
運
営
モ
デ
ル

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
提
出

不
適
切
な
差
別
的
表
現
に
関

す
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

市
の
職
員
は
、
社
会
通
念
上
、

多
く
の
人
々
が
差
別
と
考
え
て
い

る
、
ま
た
差
別
と
考
え
る
お
そ
れ

の
あ
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
使
用

し
な
い
よ
う
に
、
常
に
気
を
付
け

て
、
日
々
の
業
務
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
障
が

い
者
へ
の
不
適
切
な
差
別
的
表
現

を
使
用
し
な
い
よ
う
に
、
研
修
等

を
と
お
し
て
、
そ
の
徹
底
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

町
田
市
議
会
に
お
け
る
障
が

い
者
差
別
に
当
た
る
表
現
の

再
発
防
止
に
関
す
る
請
願

経
過
及
び
結
果

　

市
の
職
員
は
、
障
が
い
者
へ
の

差
別
を
解
消
す
る
た
め
に
、
常
に

率
先
し
て
、
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
努
力
を
す
べ
き

立
場
に
あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
障
が
い
者
と

の
接
し
方
に
関
す
る
職
員
研
修
を

実
施
し
た
り
、
職
員
の
業
務
用
パ

ソ
コ
ン
の
全
庁
掲
示
板
に
、
障
害

者
差
別
解
消
法
に
関
す
る
情
報
を

掲
載
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し

た
取
組
を
と
お
し
て
、
障
が
い
者

差
別
に
当
た
る
表
現
を
用
い
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
る
努
力
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

小
田
急
不
動
産
に
よ
る
小
山

ヶ
丘
６
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
計

画
に
関
す
る
「
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
観
点
か
ら
の

請
願

経
過
及
び
結
果

　

請
願
項
目
１
に
つ
い
て
は
、
住

み
よ
い
街
づ
く
り
条
例
に
基
づ
き

関
係
住
民
と
事
業
者
の
双
方
に
と

っ
て
価
値
あ
る
協
議
と
な
る
よ
う

事
業
者
に
対
し
て
働
き
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

　

請
願
項
目
２
に
つ
い
て
は
、
景

観
法
に
基
づ
く
手
続
き
の
中
で
、

周
辺
環
境
と
調
和
し
た
街
づ
く
り

を
尊
重
す
る
よ
う
事
業
者
に
対
し

て
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
２９
年
度
政
務

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

請
願
の

処
理
経
過
及
び

結
果
報
告

議
会
の
人
事

（単位：円）

会派名 自由民主党 まちだ市民
クラブ 公明党 日本共産党 保守連合

所属議員数
（平成３０年３月８日時点） １１人 ８人 ５人 ４人 ４人

交付月数

平成２９年５月２５
日付けで１人辞
職 のため１１人
は１２ ヶ月分、
１人は辞職まで
の２ ヶ月分

平成３０年２月１８
日付けで１人辞
職 の た め８人
は１２ ヶ月分、
１人は１１ヶ月分

平成２９年１２月
２２日 に１人 死
亡 の た め５人
は１２ ヶ月分、
１人 は 死 亡 ま
での９ ヶ月分

平成２９年５月２５
日付けで１人辞
職のため４人は
１２ ヶ 月 分、１
人は辞職まで
の２ ヶ月分

１２ ヶ月分

収入額（交付額） ８，０４０，０００ ６，４２０，０００ ４，１４０，０００ ３，０００，０００ ２，８８０，０００ 

実
支
出
額

人件費 ０ ０ ０ ０ ０ 
調査活動費 １，４５７，９９８ １，８７１，７４９ １，１４５，４４８ １４５，４４６ ４４０，７８３ 

研修・研究・会議費 ７９，１００ ５０，４００ １０１，５００ ０ ９４，５００ 
資料作成費 １８，９６２ ０ ０ ０ ０ 
資料購入費 ７２８，０２２ ７２８，５０５ ６５４，０２３ １３２，７５８ ８５，８６４ 

広報費 ４，７８４，７６７ ２，９６４，４９６ ２７３，１５８ １，８６３，５２９ ２，３２７，２５８ 
通信運搬費 ７１３，６１４ １，０５２，２５６ １，１０８，８９０ ０ ３７１，４２３ 

事務費 ９０９，２６２ １４１，９７３ ３９４，１２８ ５０３，６０９ ０ 
合計 ８，６９１，７２５ ６，８０９，３７９ ３，６７７，１４７ ２，６４５，３４２ ３，３１９，８２８ 

残余金（返還額） ０ ０ ４６２，８５３ ３５４，６５８ ０ 
※�収入額（交付額）は、各月１日（基準日）における会派の所属議員数に、月額６万円を乗じて

得た金額の月数分です。

平成２９年度政務活動費会派別収支報告一覧表（平成２９年４月～平成３０年３月８日）

９ ８ 月 ◎
９
月
定
例
会
の
日
程

２７
㊍

１９
㊌

１４
㊎

１３
㊍

１２
㊌

１１
㊋

１０
㊊

７
㊎

６
㊍

５
㊌

４
㊋

３
㊊

３１
㊎

３０
㊍

２８
㊋

２７
㊊ 日

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

常
任
委
員
会

（
建
設
）

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

常
任
委
員
会

（
総
務
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

議
案
説
明
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

災
害
対
策
委
員
会

内
　
　
容

１０ １ １０ １４ ２ １４ １０ ２９ ２３ ６ ５ 傍聴者数：１２４名
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